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これからも、沼津の歴史の展示や

資料の収集・保存に頑張つていきます。

変わらぬご愛顧をお願い申し上|ずます。
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［
日
露
日
独
戦
役
］

忠
魂
碑

鷲
頭
神
社
参
道
入
口
右
側
に
建

つ
。

大
正

一
三
年

二
〇
月

一
五
日
、
鷲
頭
神

社
の
大
祭
の
日
に
、
大
平
村
軍
人
分
会

に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た
。
裏
面
に
は
、

日
露
戦
役
戦
死
者
３
名
、
日
露
戦
役
出

征
者
４１
名
、
台
湾
守
備
隊
病
死
者
１
名
、

日
独
戦
役
出
征
者
１６
名
の
合
計
６１
名
の

勲
等
と
氏
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
題
号

の
揮
一塁
者
は
陸
軍
大
将
井
口
省
吾
。
井

口
は
上
石
田
村

（現
大
岡
上
石
田
）
に

生
ま
れ
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
に

学
ん
だ
後
、
日
露
戦
争
で
大
本
営
参
謀

や
満
州
軍
参
謀
と
し
て
活
躍
し
た
人
物

で
、
大
正
九
年
に
退
役
し
て
い
る
。

大
平
の
戦
争
記
念
碑

陸
軍
歩
兵

二
等
軍
曹
勲
八
等
原
忠
蔵
君
田
方
部
韮
山
村
之
人
也
移
籍
於
我
村
明
治
十

六
年
編
第

一
師
団
歩
兵
第

一
連
隊
仝
十
七
八
年
之
役
起
也
属
第

三
師
団
後
備
歩
兵
第

五
連
隊
為
東
京
湾
守
備
隊
成
横
須
賀
浦
賀
第
■
七
年
十

一
月
属
征
清
之
軍
奎
我
国
着

千
盛
京
省
大
連
湾
柳
樹
屯
守
旅
順
日
之
北
三
十
里
堡
及
熊
岳
城
蓋
平
等
占
領
地
翌
年

二
月
属
金
州
半
島
兵
靖
監
之
部
丁
尋
以
両
国
和
議
成
就
阪
途
七
月
着
度
島
尋
解
隊

陸
軍
歩
兵

一
等
卒
勲
八
等
稲
村
伊
太
郎
君
明
治
廿
六
年
編
豊
橋
歩
兵
第
十
八
連
隊
明

治
十
七
年
七
月
従
皇
軍
上
陸
朝
鮮
元
山
津
直
占
領
須
安
縣
九
月
陥
平
壌
十
月
向
義
州

渉
鴨
緑
江
追
撃
安
平
河
Ｈ
附
近
之
敵
兵
占
領
梨
子
同
及
大
孤
山
嶋
厳
等
翌
年
転
戦
蓋

平
及
海
域
唐
王
山
田
荘
台
之
各
地
其
年
四
月
以
両
国
和
議
成
就
帰
途
発
大
連
湾
港
六

月
選
豊
橋
兵
営
次
而
帰
家

歩
兵
第
十
八
連
隊
第

四
中
隊
上
等
兵
原
伊
太
郎
君
及
仝
連
隊

一
等
卒
原
高
作
君
明
治

一
十
九
年
卜
月
属
臨
時
台
湾
分
遣
隊
向
台
湾
討
土
匪
転
戦
大
坪
頂
廊
亭
仔
庄
之
各
地

有
効
翌
年
十
月
就
帳
途
還
豊
橋
兵
営
尋
帰
家
　
原
高
作
上
脱
勲
八
等

酋
時
在
国
者
陸
軍
歩
兵

一
等
卒
山
田
梅
吉
陸
軍
歩
兵

二
等
卒
原
茂
作
陸
軍
歩
兵
轄
重

輸
卒
原
源
次
郎
陸
軍
看
護
手
渡
追
宇
源
次
陸
軍
縫
工
卒
綾
部
喜
作

鈴
木
指
月
　
撰
文

明
治

三
十
五
年
十
月
十
五
日
建
之
　
　
　
　
　
　
　
原
　
凌
雲
　
揮
一曇

原
　
亀
吉
　
錦

工

「征
清
紀
念
之
碑
」

碑
文

征
清
紀
念
之
碑

鷲
頭
神
社
参
道
入
口
左
側
に
建

つ
。

明
治
三
五
年

一
〇
月

一
五
日
建
立
。
撰

文
は
鈴
木
指
月
、
揮
豪
は
原
凌
雲
。
表

面
上
部
に
扁
額

「征
清
紀
念
之
碑
」
と

あ
り
、
そ
の
下
に
大
平
村
よ
り
日
清
戦

争
に
従
軍
し
た
４
名
の
軍
歴
と
国
内
に

い
た
５
名
の
氏
名
が
刻
さ
れ
、
裏
面
に

寄
付
金
者
２５
名
、
建
碑
主
唱
者
１０
名
、

世
話
人
１１
名
の
氏
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

ヽ

［
壮
烈
］

忠
魂
碑

三
分
市
の
八
幡
神
社
に
建

つ
。
昭
和

二
九
年
三
月
二
八
日
、
建
設
委
員
１８
名

で
建
立
さ
れ
た
。
揮
墓
者
は
宇
垣

一
成
。

裏
面
に
は
戦
歿
者
８７
名

の
氏
名
と
戦
歿

年
月
日
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、

明
治
三
七
年
３
名
、
大
正
元
年
１
名
、

昭
和
八
年
１
名
、　
一
三
年
２
名
、　
一
四

年
２
名
、　
一
五
年
２
名
、　
一
七
年
７
名
、

一
八
年
７
名
、　
一
九
年
３０
名
、
二
〇
年

２８
名
、
一
三

年
４
名
と
な

っ
て
い
る
。

建
立
の
前
年
昭
和
二
八
年

一
〇
月
、

「町
村
合
併
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、

同
三
〇
年
四
月
、
大
平
村
は
沼
津
市
に

合
併
し
た
。
こ
の
時
期
、
忠
魂
碑
の
建

立
が
全
国
的
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
建
碑

活
動
は
旧
町
村
の
記
念
碑
的
な
意
味
合

い
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
碑
も
同

じ
意
味
合

い
で
建
立
さ
れ
た
も
の
と
い

えゝ
しよ
ンつ
。

奉
安
殿
大
平
尋
常
小
学
校
で
は
、
国
か
ら
御

真
影
が
送
ら
れ
て
き
た
が
当
初
置
く
所

が
無
く
、
大
水
に
備
え
て
職
員
室
と
教

室
の
間
に
増
設
し
た
２
階
部
分
に
置
い

て
い
た
。
大
正

一
一
年
四
月
に
高
等
科

が
設
置
さ
れ
、
校
舎

の
増
築
の
際
に
職

員
室
の
横
に
奉
安
室
が
設
け
ら
れ
、
御

ヽ

真
影
は
こ
こ
に
置
か
れ
た
。
昭
和

一
六

年
二
月

一
一
日
本
安
殿
が
建
立
さ
れ
、

御
真
影
を
移
し
た
。

戦
後
、
昭
和
二

一
年
七
月

一
六
日
付

で
駿
東
地
方
事
務
所
長
よ
り
市
町
村
長
、

国
民
学
校
長
宛
に

「御
真
影
奉
安
殿
の

撤
去
に
つ
い
て
」
（「連
合
軍
指
令
文
書
」

［当
館
蔵
］）
と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
中
で

「校
舎

の
外
に
あ
る
御
真
影

奉
安
殿
は
神
社
様
式
を
も

つ
か
否
か
の

区
別
な
く
教
育
上
の
考
慮
を
十
分
払
い

つ
ゝ
す
べ
て
撤
去
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、

大
平
小
学
校
の
奉
安
殿
は
同
年
八
月

一

六
日
に
撤
去
さ
れ
、
山
口
の
権
現
神
社

の
社
殿
と
な

っ
て
い
る
。

山口の権現神社
奉安殿が社殿となっている
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こ
こ
に

一
枚
の
写
真
が
あ
る
。
名
刺

版
で
鶏
卵
紙
に
印
画
さ
れ
て
い
る
。
写

っ
て
い
る
人
物
は
五
名
、
刀
を
持
ち
和

服
を
着
た
武
士
で
あ
る
。
髯
は
な
く
散

髪
な
の
で
、
明
治
初
年
の
撮
影
と
推
測

さ
れ
る
。
背
後
に
自
い
幕
を
張

っ
た
よ

う
す
は
、
専
用
の
ス
タ
ジ
オ
で
は
な
く
、

写
真
師
が
そ
の
場
で
応
急
に
設
け
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
裏
面
に
も
表
面

に
も
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

果
た
し
て
被
写
体
は
誰
な
の
か
。
五

名
の
う
ち
三
名
の
顔
に
は
ピ
ン
と
来
た
。

ま
ず
、
左
か
ら
二
人
日
で
あ
る
が
、
藤

沢
次
謙

（静
岡
藩
少
参
事

・
軍
事
掛
）

に
そ

つ
く
り
で
あ
る
。
彼
の
写

真
は
何
種
類
か
が
知
ら
れ
る
が
、

最
も
似
て
い
る
の
は
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
の
、
刀
を
持
ち

腰
掛
け
た
姿
の
も
の
で
あ
る

（相

模
原
市
立
博
物
館

『
幕
末

・
維

新
の
相
模
原
』
六
五
頁
掲
載
）
。

姪
の
今
泉
み
ね
は
、
「を
じ
は
中

肉
中
背
で
別
に
大
き
な
か
ら
だ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
回
想
し

て
い
る
が

（『名
ご
り
の
ゆ
め
』）、

他
の
写
真
を
見
て
も
、
彼
が
小

太
り
だ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
よ
う
だ
。
こ
の
写
真
の
中
で

は

一
番
背
が
低
い
。

次
に
真
ん
中
の
人
物
。
こ
れ

は
、
三
種
類
ほ
ど
の
写
真
が
残

ヽ

さ
れ
て
い
る
塚
本
明
毅

（沼
津
兵
学
校

一
等
教
授
）
に
顔
立
ち
が
似
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

ま
た
、
右
か
ら
二
人
日
は
、
渡
部
温

（同

一
等
教
授
並
）
で
は
な
い
か
。
沼

津
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
と
い
う
、　
一
人

で
写

っ
た
丁
髯
姿
の
写
真

（『
明
治
文
化

全
集
』
第
十
四
巻
掲
載
）
に
、
顔
の
輪

郭
や
少
し
目
が
下
が

っ
た
と
こ
ろ
な
ど

が
よ
く
似
て
い
る
の
だ
。
晩
年
の
渡
部

は
、
「躯
が
大
き
く
、
よ
く
肥
っ
て
い
た
」

（片
桐
芳
雄

「幕
末
明
治
の
洋
学
者

・

渡
部
温

（
一
郎
）
覚
え
書
０
」
）
と
い
う

が
、
三
〇
代
前
半
の
沼
津
時
代
は
ま
だ

盾
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
初
年
、
藤
沢

・
塚
本

・
渡
部
が

揃

っ
て
写
真
に
収
ま

っ
た
と
い
う
機
会

は
、
沼
津
兵
学
校
以
外
に
は
ま
ず
考
え

ら
れ
な
い
。
場
所
は
沼
津
で
は
な
く
、

出
張
先
の
静
岡
や
東
京
の
可
能
性
も
あ

る
が
。
だ
と
す
れ
ば
、
両
端
の
二
人
も

沼
津
兵
学
校
も
し
く
は
静
岡
藩
関
係
者

の
可
能
性
が
高
い
。
当
時
、
沼
津
に
カ

メ
ラ
を
操
る
者
が
い
た
の
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
年
、

横
浜
の
写
真
師
臼
井
蓮
節

（下
岡
蓮
杖

の
妻
の
弟
で
弟
子
）
が
静
岡
や
沼
津
に

や

っ
て
来
て
営
業
を
行

っ
た
事
実
が
あ

る

（『
木
村
熊
二

・
鐙
子
往
復
書
簡
』
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

「志
村
貞

廉
日
記
」
五
月

一
〇
日
条
）
。

こ
れ
が
本
当
に
沼
津
兵
学
校
関
係
者

の
写
真
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
低

く
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ア
ル

バ
ム
の
中
の

一
枚
で
あ
り
、
他
に
赤
松

則
良

・
林
洞
海

・
勝
海
舟

・
山
岡
鉄
舟

・

榎
本
武
揚

。
大
鳥
圭
介

・
中
島
三
郎
助

・

松
岡
盤
吉
と
い
っ
た
旧
幕
臣

・
沼
津
兵

学
校
関
係
者
の
写
真
が
い
っ
し
ょ
だ

っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ム
の
持
主
は
、

高
橋
栄
司
と
い
う
旧
幕
臣
ら
し
い
。
高

橋
は
軍
艦
回
天
に
乗
り
組
ん
だ
幕
府
海

軍
士
官
で
、
榎
本
武
揚
脱
走
軍
に
加
わ

り
箱
館
戦
争
を
戦
い
、
後
に
明
治
政
府

に
出
仕
し
海
軍
大
機
関
士
と
な

っ
た
。

明
治

一
八
年

（
一
八
八
五
）
五
月
二
七

日
四
四
歳
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。
や
は

り
幕
府
海
軍
士
官
だ

っ
た
兄
昇
吉

（万

延
元
年
没
）
の
墓
誌
は
、
塚
本
明
毅
が

撰
し
て
い
る

（豊
島
区

・
妙
典
寺
）
。

沼
津
兵
学
校
時
代
の
写
真
は
ゼ

ロ
に

等
し
く
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
本
資
料
は
沼
津
市
明
治

史
料
館
が
古
書
店
か
ら
入
手
し
た
も
の

で
あ
る
。
　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）

珈
一一
珈
一一
麺
一一
珈
一一
剋
一一
¨
一一

艘爾目饉鵬壼爾
‐
彎曜醗鐵甕癬―

‐ ‐.ふ _・ _■……・  ・ __■豪諄‐―‐・・緊::i!:購 11願P'1・
‐    …Ⅲ'~
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
冷
ヽ

沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
の
写
真
判
定

沼津兵学校の教授たちと思われる写真 (当館所蔵)
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お

知

ら

せ

欄

◎
企
画
展

「
天
地
鳴
動
―
沼
津
と
噴

火

・
地
震

。
津
波
―
」
の
終
了

７
月
２４
日
か
ら
９
月
２６
日
ま
で
開
催

し
て
い
た
企
画
展

「天
地
鳴
動
―
沼
津

と
噴
火

。
地
震

・
津
波
―
」
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
ご
観
覧
頂
い
た
方
々
、

ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ
９
月
４
日

に
開
催
し
た
歴
史
講
演
会

「沼
津
が
揺

れ
た
時
―
噴
火
・
地
震
・
津
波
災
害
史
―
」

に
は
定
員
い
っ
ぱ

い
の
１００
名
の
方
に
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＞
歴
史
講
演
会
の
様
子

◎
夏
休
み
企
画
の
結
果
に
つ
い
て

「高
校
生
の
た
め
の

一
日
学
芸
員
体

験
講
座
」
（８
月
１０
日
実
施
）
に
は
５
名
、

「平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡
め
ぐ

り
」
（８
月
１１
日
実
施
）
に
は
６
組
　
１２

名
、
「史
料
館
を
探
検
し
よ
う
」

（８
月

４
日
、
７
日
、
２０
日
、
２４
日
実
施
）
に

は
計
１３
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
結
果

９
月
か
ら
１０
月
に
５
回
に
わ
た

っ
て

開
催
し
た
古
文
書
解
読
入
門
講
座
に
は

２５
名
が
受
講
し
、
く
ず
し
字
の
解
読
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

来
年
は
終
戦
６０
周
年
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
記
、
手
紙
、
写
真
、
戦
時
中
に
使

っ
た
も
の
な
ど

昭
和
の
戦
争
に
関
す
る
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

国
防
婦
人
会
の
た
す
き

勲章

明
治
史
料
館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＞
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
の
様
子

（於
中
沢
田
砲
台
公
園
）

＞
ぬ
ま
し
ん
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の
展
示
作
業

◎
博
物
館
実
習
に
つ
い
て

９
月
１
日
～
１１
日
の
日
程

で
学
芸
員
資
格
の
取
得
を
目

指
す
博
物
館
実
習
生
５
名
を

受
入
れ
ま
し
た
。
大
手
町
の

ぬ
ま
し
ん
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ヤ

ラ
リ
１
２００
回
記
念
企
画
展

「沼

津
藩
主
水
野
家
歴
代
当
主
書

画
展
」
の
展
示
作
業
、
教
育

普
及
事
業

（歴
史
講
演
会
）

の
運
営
補
助
、
館
所
蔵
資
料

の
整
理
、
展
示
企
画
の
作
成
、

発
表
な
ど
実
践
的
な
実
習
を

ヽ_

行
い
、
実
習
生
も
真
剣
に
実
習
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。
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出征祝の日の丸

空襲でおとされた
焼夷弾

墨ぬりの教科書

軍隊手帳

軍事郵便

配給切符
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